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Summary
We investigated by HPLC the content of aristolochic acid I, a nephrotoxic and carcinogenic ingredient in 
commercial Asiasarum siebldii, Asiasarum siebldii cultivated in the greenhouse, Asiasarum siebldii cultivated in 
the plant factory under LED light, and pharmacopoeial asiasarum root. Aristolochic acid I content in aerial parts 
in commercial plants (6 products), the greenhouse cultivated plants (n = 3) and the plant factory cultivated plants 
under LED light (n = 3) was 8.9～84, 8.0 and 27 μg/g in average respectively, while aristolochic acid I was not 
detected in these underground parts and pharmacopoeial asiasarum root. According to clinical finding, aristoloch-
ic acid caused nephropathy in humans at the range of 3.1～233 μg/g in Chinese herbs, health foods and others. 
Therefore, the use of the aerial parts of Asiasarum sieboldii should be avoided to prevent the risk of health hazard.






サイシン Asiasarum sieboldii の根や根茎は生薬サイシ



















































告する。なお，AA には AA­Ⅰ（図 1），AA­Ⅱなど
があることが知られており，AA­Ⅰに発がん性が確







年 9 月 13 日（3 株），AS-2：2017 年 10 月 18 日（3
株），AS-3：2017 年 10 月 25 日（3 株），AS-4：2018
年 7 月 15 日（1 株），AS-5：2018 年 7 月 15 日（1
株），AS-6：2018 年 7 月 18 日（3 株）で，一例とし




自然日長，光粒子束密度 50～200 μmol/m 2/s，ポット
栽培・培地は鹿沼土：赤玉土＝ 1：1）あるいは植物
工場 LED 栽培（20℃恒温，赤青混合，12 時間明期・
12 時間暗期，光粒子束密度 44～55 μmol/m 2/s，水
耕・培養液は園芸試験場処方 1/8 単位濃度液）を行
い，2015 年 11 月に収穫した。このうち，ガラスハ














に分けた．市販品の AS-1～AS-3 と AS-6A はそれぞ
れ 3 株あるため，3 株をあわせた。栽培品のガラス

































図 1　アリストロキア酸（AA­Ⅰ） 写真1　 ウスバサイシンの園芸用市販品（AS-1，No. 1 株）
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シン，純度試験アリストロキア酸Ⅰ） 10）を参考にし
た。粉砕試料 0.2～2 g に 75％メタノール 50 mL を加
え，超音波で 20 分間抽出した後，ろ紙 5A でろ過し








出器 SPD-10A，データ処理クロマトパック C-R6A で
ある。
HPLC 測定条件は，日本薬局方の方法  10）を参考に，
以下のように設定した。
・ カラム：COSMOSIL 5C18-MS-II（4.6 mm i.d × 
250 mm, 5 μm），カラム温度：室温
・ 移動相：0.05 mol/L NaH2PO4（H3PO4 2 mL/L） ※／
アセトニトリル（11：9）
※ リン酸二水素ナトリウム二水和物 7.8 g，リン
酸 2 mL に水を加えて溶かし 1 L に定溶した。
・ 流速：1.0 mL/min，試料注入量：10～20 μL，検
出波長：400 nm
5．HPLCによる AA−Ⅰの定量
AA­Ⅰを 1.0 mg を正確に量り，75％メタノールに
溶かし，正確に 100 mL とし，標準溶液とした。こ
れを段階的に希釈して，0.1 μg/mL から 10.0 μg/mL
の標準溶液を調製した。




量線は Y = 14718.058 X, r = 0.996，栽培品および日本
薬 局 方 の 生 薬 サ イ シ ン の 分 析 の 検 量 線 は Y = 
22072.322 X, r = 0.998 となった。
試料中の AA­Ⅰ含有量は，試料の HPLC 試験溶液
の注入によって得られたピーク面積を検量線へ適用
し，さらに希釈濃度を考慮し算出した。1 試料につ
き 3 回繰り返して（3 つの HPLC 試験溶液を調製）定











16.0～25.3 cm，乾燥前の生重量 1.4～14.8 g，乾燥後
の乾重量 0.3～4.4 g であった。このうち，AS-6 が全
体の長さ，生重量，乾重量が最も大きかった。逆に
AS-4 は生重量，乾重量が最も小さかった。AS-2 と

















園芸用市販品 1 株の値あるいは 3 株の平均値
1 株あるいは 3 株をあわせたもの
を 3 回測定した平均値
AS-1 2017 年 9 月 13 日（3 株） 2 24.3 8.0 1.9 58 ND（not detected） 
AS-2 2017 年 10 月 18 日（3 株） 1 22.7 4.3 0.9 8.9 ND  
AS-3 2017 年 10 月 25 日（3 株） 1 16.0 8.1 1.9 28 ND 
AS-4 2018 年 7 月 15 日（1 株） 2 18.0 1.4 0.3 55 ND
AS-5 2018 年 7 月 15 日（1 株） 2 22.0 5.6 1.5 84 ND




ガラスハウス 2015 年 11 月 30 日（3 株） 1 25.2 23.5 3.5 8.0 ND
LED 2015 年 11 月 30 日（3 株） 1 31.0 17.0 3.4 27 ND
生薬
日本薬局方サイシン 2015 年 9 月 1 日 乾燥物 ND 





























































LED 栽培品（No. 1 株）ガラスハウス栽培品（No. 1 株）園芸用市販品（AS-1，No. 1 株）
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れぞれの地上部の AA­Ⅰ含有量を前述の表 1 に示し
た。
AA­Ⅰは園芸用市販品に 8.9～84 μg/g 含まれてい
た。ガラスハウス栽培品には 8.0 μg/g，さらに LED
栽培品には 27 μg/g 含まれていた。ウマノスズクサ科
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地上部の葉あるいは葉柄の AA­Ⅰ含有量は 10 μg/g






AS-4～AS-6 は，秋期に入手した AS-2 と AS-3 に比
べて，AA­Ⅰ含有量が高かった。ウマノスズクサ科
アリストロキア属のウマノスズクサ Aristolochia de-
bilis について，新芽の展開した時期の 5 月と生長し
た時期の 10 月の地上部の AA­Ⅰ含有量を比較する





した園芸用市販品の AS-2 と AS-3 と同程度の AA­
Ⅰ含有量であつた。形質形態の全体の長さが大き











～2005 年の Chinese herbs nephropathy の報告におい
て，健康被害を起こした漢方薬などの製品から検出
された AA は 3.1～233 μg/g の範囲の濃度であっ
た  12）。この場合，低濃度の 3.1 μg/g（AA­Ⅰ，AA­Ⅱ
などの複数成分の合計濃度）で慢性腎不全を起こし

















ブティーなどの安全性の研究  14， 15）が行われている。
近年では AA に関連する 1957 年から 2017 年までの
合計 1,217 報の論文と 189 報の総説を用いて研究動

















栽培品，生薬サイシンの AA­Ⅰを HPLC で分析し
た。
AA­Ⅰは園芸用市販品の地上部に 8.9～84 μg/g 含
まれていた。ガラスハウス栽培品の地上部には
8.0 μg/ g，さらに植物工場の人工光源の LED 栽培品
の地上部には 27 μg/g 含まれていた。これらの地下部
および生薬サイシンからは AA­Ⅰは検出されなかっ
た。Chinese herbs nephropathy を発症した漢方薬など
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